
■ 東武グループのサステナビリティ

　東武グループは、広域な鉄道ネットワークに広がる沿線地域が事業基盤であり、これまで以上に沿線を中心とした社会の持
続的な発展を実現することは、当社グループの最も重要な課題であると考えております。
　当社グループを取り巻く事業環境は、新型コロナウイルス感染症の影響による社会の変容とともに、少子高齢化の進展、地
球温暖化や廃棄物処理をはじめとした環境問題など、様々な社会課題に直面しており、新たなビジネスモデルの構築とともに、
課題の解決が必要であります。
　これらの解決に向けて、保有する資産を最大限活用するとともに、これまで培ってきたノウハウやステークホルダーとの信頼
関係を結集し、『つなぐ』力で“やさしい”を提供し続け、『住み続けたい・訪れたい地域を創る』ことで、社会に不可欠な企業グ
ループとなり、社会と当社グループの持続的な発展を実現してまいります。
　この考え方のもと、当社が特定したマテリアリティ（重要課題）と課題解決により社会の発展と企業価値の向上を持続的に創
出するプロセス（価値創造プロセス）については、次の通りです。

サステナビリティへの考え方

特定したマテリアリティ

価値創造プロセス

■地域社会の持続的な発展
■企業価値創造に資するコーポレート・ガバナンス
■多様な社員の「能力と可能性」向上 
■環境優位性の更なる向上などによる環境負荷の低減
■グループ全ての事業の根幹である安全・安心の確保

※各マテリアリティの解説は、次のサイト内「マテリアリティ」を参照ください。
https://www.tobu.co.jp/corporation/management/group/
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▶ 人的資本
東武グループ経営理念を

行動原理とする多様な人材

▶ 自然資本
沿線に広がる観光資源と 

豊かな自然環境

▶ 設備資本
広範な交通ネットワークと
好立地を活かした拠点施設

▶ 社会・関係資本
123年の歴史に基づく
ステークホルダーとの

信頼関係

▶ 財務資本
安定した財務基盤と

多彩な事業ポートフォリオ

▶ 知的資本
高度な専門ノウハウと
グループ内連携による

シナジー機能

インプット
（活用する資本）

住み続けたい・訪れたい地域の創造
〜「つなぐ」力で“やさしい”を提供し続ける〜

価値創造プロセス

・  安全・安心・快適で利便性の高い輸送サービス
・電波塔をはじめとした高度な社会インフラの提供
・  地域に新たなにぎわいと活力を創出する商業施設
・お客様の価値観やライフステージに合わせた住まい
・若年層世代が暮らしやすい子育て支援サービス
・多様なライフスタイルに応える流通サービス
・沿線で利便性 No.1のポイントサービス
・新しい生活様式に即した生活サポートサービス
・環境負荷の少ない商品・サービス

・質の高い魅力的な観光輸送サービス
・  観光地の高い回遊性と多様なニーズをとらえた 
充実した観光コンテンツ

・多様なニーズに応える宿泊サービス
・生活に潤いを与えるレジャー体験の提供
・ハレの日を楽しめる上質なサービス
・沿線地域と連携した新たな魅力の発掘・発信

・  多様な働き方を支える
 サテライトオフィス・ワーケーションサービス
・  「浅草～東京スカイツリータウンエリア」による 
  東京イーストエリアの活性化
・  地域と連携したまちづくりによる沿線の活性化
・  「池袋駅西口再開発」による「駅からまちへ」
  人の流れを拡大する駅まち空間の創出

日常の商品・サービス提供  

グループ全ての事業の根幹である安全・安心の確保

企業価値創造に資する
コーポレート・ガバナンス

環境優位性の更なる 
向上などによる環境負荷の低減

地域社会の持続的な発展

多様な社員の
「能力と可能性」の向上

マテリアリティ
（重要課題）

お客様
快適性・利便性の
高い暮らしの享受と
そのために必要な
モノ、コト

社員
誇りを持って

活躍できる職場と
ワークライフ
バランス

株主・投資家

資本コストを上回る
利益の実現による
株主還元の充実

お取引先
公正かつ適正な
取引を通じた

健全な事業の成長

地域社会
それぞれの
特性に応じた

地域社会の健全な
発展・活性化

環境
気候変動の緩和
資源の有効活用
良好な自然環境の

維持

アウトカム
（提供する価値）

少子化、
労働人口減

女性・高齢者の 
就業者数拡大

新しい生活様式を受けた
生活ニーズの
多様化

観光をはじめとした 
リアル体験需要の

拡大

DXの拡大
気候変動と
自然災害増加

外部環境

世界を

ビジネスを

空間を

人を 世代を

新商品・サービスの
開発・提供

  中長期的展望との照合・
 短期的課題の特定

お客様のニーズ・
社会環境の変化の把握・分析

さらなる価値創
造に向け資本へ

時代を

つなぐ

非日常の商品・サービス提供
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